
わかくさ学級２年 道徳科学習指導案 

令和６年２月３日（土）2校時 

わかくさ２組  ２年生 ８名 授業者 金子 里緒 

 

１ 主題名 ぼくのいのち、わたしのいのち  内容項目：D（１７）生命の尊さ 

２ 教材名 「空色の自転車」 光村図書 

３ ねらい 主人公の家族や友達の気持ちを考え、かけがえのない命を大切にしていこうとする気持ちを深める。 

４ 展開 

 学習活動（〇主な発問と予想される児童の反応） 

導入 １ 毎日楽しく過ごせることのすばらしさについて考える。 

〇毎日「楽しいな」と感じる時はどんなときですか。 

・休み時間に友達と遊んでいるとき ・ゲームをしているとき ・家族と過ごしているとき 

 

 

展開 ２ 教材「空色の自転車」を読み、話し合う。 

〇お父さんやお母さんは、どんな気持ちでかんたの世話をしていたでしょう。 

・早く元気になってほしい。 ・早く目を覚ましてほしい。  

・いつ元気になるのかな。  ・早く一緒に遊びたい。 

 

〇学校の先生や友達はどんな気持ちでかんたを待っているでしょう。 

・早く会いたいな。 ・早く元気になってほしい。 ・みんな応援しているよ。 ・待っているよ。 

 

〇足を動かす訓練をしながら、かんたはどんなことを考えていたでしょう。 

・また自転車に乗りたいな。 ・走りたい、遊びたい。  

・みんなに会いたいな。    ・元気になるために頑張ろう。 

 

〇かんたに手紙を書いてみましょう。 

・訓練をがんばってね。      ・いっしょにあそびたいな。 

・早く元気になってね。      ・命が助かってよかったね。 

終末 ３ 本時の学習について振り返り、感想を発表する。 

〇あなたは、命について、どんなことを考えましたか。 

・事故にあったら家族が悲しむから気を付ける。 

・怪我氏をたら痛いし怖いから、気を付けて過ごす。 

・友達と遊べないことや、学校に行けないのは嫌だ。 

 

５ 評価 

・周りの人に支えられているかけがえのない自分の命を大切にしようとする心情を養うことができたか。 

めあて：いのちは、どうしてたいせつなのでしょう。 


